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安全上の注意事項 

 

本器を安全に正しく御使用していただくために、下記の注意事項を必ずお守り下さい。 

   警告 

１．分析計の端子部に配線を施工する場合及び分析計内の保守を実行する場合は、感電しない

ように注意して作業して下さい。又、電気部品の保守を実施する場合は、必ず電源を遮断し

て行って下さい。 

２．感電事故防止のため、アースを接続して下さい。 

３．分析計のガス入口、出口の配管を施工する場合及び分析計内の保守で配管を外す場合は、

ガス中毒、酸欠にならない様、必ずガス元弁を遮断して行って下さい。 

４．ガス中毒・酸欠事故防止のために、ガス入口、出口の配管施工及び分析計内の配管保守作業

後はガスリーク検査をして下さい。 

  又、ガス出口の配管は大気圧の安全なところまで施工して下さい。 

 

   注意 

１．感電防止のため、電源配線が正しく確実に行われているか、本器の電源電圧と供給電圧が

合っているか必ず確認した後に、本器の供給電源スイッチを入れて下さい。 

２．ガス中毒・酸欠防止のため、分析計のガス入口、出口の配管が正しく確実に行われているか、

ガスリークが無いかを確認した後にガス元弁を開いて下さい。 

３．火傷防止のため、発信ユニット、センサユニット（検出部等）と、その周辺は運転中及 

び運転停止後しばらくの間、高温になりますので触れない様にして下さい。 

４．サンプルガス中に有毒成分がある場合はガス中毒の恐れがありますので配管系統を保守 

する場合は、必ずガス元弁を遮断してから作業して下さい。 

５．本器を安全に正しく御使用していただくために、本取扱説明書に記述した『注意』 

事項や取扱い方法を遵守して下さい。遵守しないで本器を使用した場合、感電・ 

ガス中毒・酸欠・火傷や本器自身の損傷・機能低下、あるいは最終製品（装置等） 

に損傷を与える恐れがあります。 
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1. 概要 

本装置は還元性雰囲気炉（例えば浸炭炉）内の炉気を自動計測し、その値を指示伝送するもの

です。 

 

 

2. 測 定 原 理 

CP-X 型酸素分圧計は、炉壁に取付け被測定ガス入口と出口の圧力差により被測定ガスを分

析計内へ導入します。導入された被測定ガスは検出セルにより酸素分圧が検出されることにな

ります。 

図-1 基 本 構 成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 検出セルの動作 
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但し 

 E：発生起電力（mV） 

 R：気体定数 

 T：絶対温度 

 F：ファラデー定数 

 n：4 

PO２（A）：基準参照ガス中の酸素分圧（0.206atm） +電極：O2-4e→20- - 

PO２（S）：被測定ガス中の酸素分圧（atm）     -電極：20- -→O2+4e 

      （基準参照ガスとして通常大気を使用） 

これらの数値を代入すると 
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一般に原料ガス CH、C３H８、C４H１０ 等で変成された炉気は１０
－１９～１０－２１atm の酸素分圧にな

っています。 

炉気とカーボンポテンシャルとの関係 

炉気反応  22 COO
2

1CO + に於いて 
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よって、PCO2を上式に代入すれば、 
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但し、ac：カーボン活量 

ここで、炉気中の PCO は一定であることより、炉気中の PCO2を測定することによりカーボンポ

テンシャルが求められる。 

 

3. 特徴 

(1) メンテナンスフリー 

ドリフト少なく、サンプリングの保守が非常に少ない。 

(2) 高感度である。 

微細な炉気変化をも的確にとらえることが出来る。 

(3) 応答が速い。 

(4) 煙道の被測定ガスを利用して測定するため、サンプルラインが短く、詰りが生じません。 

 



3 

 

 

 

4. 仕様 

形式 ・品番     CP-X KS-16410□-□ 

応答  時間     10秒以内（90％応答） 

周囲温度範囲     発信器   -10～150℃ 

電    源     AC100±10Ｖ  260VA 

暖機  時間     約 20分 

絶縁  抵抗     発信器    100KΩ以上 

外形  寸法     附図参照 

5.各部の名称及び機能 

 5-1 発信器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

6.取付工事 

 6-1 ガス採取点位置の選定 

   サンプルガスの採取点、即ち発信器の取付位置は次の条件が満たされる場所を考慮して 

行ってください。 

(1) 測定対象となるガス値がその代表値である場所 

(2) ガス値の急変が少ない場所 

(3) ガス流のある場所 

(4) 機械的振動、衝撃の少ない場所 

(5) 保守が容易に行える場所 

(6) 外気温が 150℃以下の場所 

6-2.配線・配管（参考） 

 

（注）配管、配線は下記項目を考慮して施工下さい。 

(1) 信号線[CELL,R,FBR]と、電力線[CMV,HEATER 等]は、それぞれ別の電線管に納めて

下さい。 

(2) 発信器と受信器のケーブル長さは 100ｍ以内として下さい。 

(3) 発信器内端子台部は周囲温度に対し約 70～80℃上昇しますので、発信器に接続する配線
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は必ず耐熱電線の使用してください。 

また、熱電対（Ｒ）の配線はＲ補償導線を使用して下さい。 

(4) 信号線は、シールド線を使用して下さい。 

(5) 信号線のシールドは、必ず接地して下さい。 

(6) CP-X型 発信器 

① サンプルガス配管は、コントロール銅管（CUTφ10／φ8～φ6／φ4）を使用して、出

来る限り短く急な曲部がなく、継手等なるべく設けない様にして下さい。 

② 分流タイプのサンプルガスは、フレアベンドへ放出する様に配管して下さい。 

ガス流量は、2～4L/min とし、フレアベンドのフレームの長さが 2～5ｃｍ位になる様

に調整して下さい。 

但し、本フレア長はサンプルガスがRxガスでありコントロール銅管を大気解放した場合

の仕様です。これ以外の仕様に対しては、発信器前段に流量計を設置して下さい。 

③ サンプルガス配管には、ドレンフィルタを必ず設置して下さい。 

④ 発信器へは、パージエア（計装エア）を送り込む様に配管して下さい。配管は、コントロー

ル銅管（CUTφ10／φ8～φ6／φ4）を使用して下さい。 

⑤ 1 回／1 週間 程度の頻度にて 2～4L/min.の圧縮エアで 3～5 分間発信器内をバー

ンアウトする必要があります。 

（発信器内のスーティング度合いにより異なりますが、スス燃焼による炉温上昇が 850

＋30℃以内になる様にして下さい。） 

⑥ 発信器内の低温部でのススは、バーンアウトでも除去できませんので掃除口よりススを

取り除いて下さい。 

7.運転 

 7-1 運転前の点検 

    6項取付工事の内容に基づいて行った工事について以下の点検を行って下さい。 

(1) 配線、配管は図面に基づいて正しく行われているか点検して下さい。 

(2) 地路、または絶縁不良がないかＤＣ500Ｖメガーにて点検して下さい。 

この場合配線は受信器に接続しないで下さい。 

 PR（R）、CELLとケース（接地）間 

 OUTとケース（接地）間 

(3) 電源電圧が 100±10Ｖになっているか点検して下さい。 
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8.点検、保守 

  (1)指示値、記録計チャートの点検               １回／３日 

  (2)発信器、配管のエアパージ                 １回／週 

  (3)発信器を取り外し発信器内に付着物、詰りがないか点検する。 適宣（１回／３月程度） 

  (4)検出セルを抜き出し目視により外観を点検する。       １回／年 

  (注)1.異常が確認され、測定に支障をきたす場合は交換をする。 

    2.発信器内の発信器内の詰りを掃除する場合には、検出セルを破損させない様注意下 

さい。 

〈検出セルの交換方法〉 

  検出セルの交換は、電気炉の電源を OFF とし、電気炉が充分冷却してから、次の手順で行って

下さい。 

 

 

(ｲ)セルクリップのビスをゆるめ、セル

クリップを外す。 

(ﾛ)セル固定金具とセルサポートのス

パナフラットにそれぞれスパナをはめ、

セル固定金具を廻す（反時計方向）ゆ

るめてから後は手で廻して外す。 

(ﾊ)予備の検出セルを取り外した逆の

手順で取り付けて下さい。 

(注)検出セルは衝撃を加えると割れ

る場合がありますので、取り扱いには

充分注意して下さい。 
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8-1 スーティングした場合の現象 

  指示が、通常測定値より下がり、指示変動がなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような現象が生じた場合は、エアによるバーンアウトを実施して下さい。 

  （スーティングの発生状況により適切な周期、時間でバーンアウトを実施して下さい） 

 

8-2 バーンアウトの方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) CP-X型発信器は 850℃の温度コントロール状態とします。 

(2) サンプルガスを止めます。 

(3) バーンアウトエアを 2～4L/min供給します。 

(4) CP-X型発信器のセル出力（CELL＋～―間出力）が＋10mV以下になるまでバーンアウ

トエアを供給します。 

(5) バーンアウトエアを止め、サンプルガスを 2～4L/min供給し測定状態とします。 

(注)バーンアウトの頻度 

 サンプルガスのカーボンポテンシャル等によりバーンアウト頻度が異なります。 

 目安として、1回/週 実施して下さい。 

 また(4)項の計測器がない場合には、バーンアウト時間は 30分を目安として下さい。 

なお、バーンアウトは発信器温度が 850±30℃となる範囲で実施下さい。 

出
力

時間

スーティングの発生 

 操業ごと又は、1日／3回以上（どちらか短い周期）1

時間以上のバーンアウト周期、時間を目安としています。 
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8-3 解体方法（ススの除去） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順は次のページに記載 

ケース蓋 

セルクリップ +側 

パチン錠 

飾りナット 

（ゆるめない） 

セル固定金具 

検出セル 

セルクリップ－側 

L型フレヤードユニオン 

サンプルガス出口 

ハーフユニオン 

ハーフユニオン 
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(1) サンプルガスを止めます。 

(2) バーンアウトエアを 2～4L/min供給します。 

(3) CP-X型発信器の電源を切り、発信器ヒータ電源をOFFとします。 

(4) 約 60分待ちます。 

(5) CP-X型発信器のパッチン錠をゆるめ、ケース蓋を取ります。 

(6) セルクリップを＋ ドライバーとラジオペンチを用いて検出セルから取り外します。 

（上側が＋用セルクリップです。） 

(7) セル固定金具をモンキー又はスパナを用いてゆるめます。 

（飾りナットは検出セルのシール用ですから、ゆるめない様注意下さい。） 

(8) 検出セルを取り外します。 

(9) スパナ又はモンキーを用いてサンプルガス出口配管及び閉止プラグを３カ所取り外しま

す。 

(10)外径φ5程度の配管等を使用して、セル取付部、閉止プラグ取付部、およびサンプルガス出 

  口配管部より発信器内に付着しているススを除去します。 

（補足）(10)項実施時にパージエア（00.5～0.1MPa）を供給すると効果的です。 

 

  逆の手順をすれば測定状態となります。 

 

8-4 発信器について 

 本製品の発信器にイソウールバルク（人造鉱物繊維）が使用されている為、イソウールバルクの安

全データシート（SDS）はHP(ホームページ)よりダウンロード下さい。 
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9.故障と対策  不具合現象には主に以下のものが考えられます。 

(1)応答時間が極めて遅い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応答時間が極めて遅い 

リークはあるか 

STD入口に盲栓 

取付けてあるか 

炉内スーティング 

しているか 

検出セルの 

応答はよいか 

電気炉温度 

は正常か 

詰 り 掃 除 

（発信器、配管掃除） 

電気炉温度正常にする 

リーク箇所修理 

ＳＴＤガス入口に盲栓取付ける 

スーティング除去 

検出セル交換 

ＳＴＤガス入口よりＯ２／Ｎ２ 

or ＣＯ，ＣＯ２／Ｎ２ 

を入れて点検する 

YES 

NO 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

NO 

NO 
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(2)指示値異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 示 値 異 常 

応答時間はよいか 

リード線の接触不良か 

詰りはあるか 

検出セルの 

応答はよいか 

電気炉温度は 

安定しているか 

サンプルガスの変化 

８－２項参照 

８－３項参照 

不良箇所修理 

詰り箇所掃除 

スーティング除去 

NO 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

NO 

NO 
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10.附図（発信器） 
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本取扱説明書の記載内容は予告なく変更する場合があります。 
 

製品の取り扱いに関する問い合わせは、当社またはお買い求め先の代理店までご連絡ください。 
お問い合わせフォーム URL：https://www.energys.co.jp/inq/keisoku.php 
エナジーサポート株式会社 
〒484-8505 愛知県犬山市字上小針 1 番地 

https://www.energys.co.jp/inq/keisoku.php

